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〇西いぶり広域連合げんき館ペトトル条例施行規則 

 

                            平成 1７年２月２３日 

規 則 第 ２ 号 

 

(趣旨 ) 

第１条 この規則は、西いぶり広域連合げんき館ペトトル条例（平成１５年条例第４

号。以下「条例」という。）の施行について、必要な事項を定めるものとする。 

（開館時間及び休館日） 

第２条  西いぶり広域連合げんき館ペトトル（以下「施設」という｡）の開館時間は、

午後１時から午後８時までとする。ただし、条例第３条第４項の規定により指定を

受けた指定管理者（以下「指定管理者」という。）は、専用利用の場合であって、施

設の有効な活用に資すると認めるときは、午前１０時から開館することができる。 

２ 施設の休館日は、次のとおりとする。ただし、第１号に定める日が国民の祝日に

関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日（以下「休日」という｡）

に当たるときは開館することとし、この場合においてその日後の土曜日、日曜日及

び休日を除く最も近い開館日を休館日とする｡ 

 （１） 水曜日 

 （２） １２月２９日から翌年１月３日まで 

 （３） ごみ処理施設からの余熱提供ができない日 

３  前２項の規定にかかわらず、指定管理者は、施設の管理運営上必要と認めるとき

は、開館時間及び休館日を変更し、又は休館日を別に設けることができる。 

（利用時間の制限） 

第３条 土曜日、日曜日及び休日における施設の専用利用の利用時間は、前条第１項

ただし書の規定により午前１０時から開館する場合における午前１０時から正午ま

でとする。ただし、指定管理者が施設の有効な活用に資すると認めるときは、この 

限りでない。 

（利用の申請） 

第４条 条例第５条第１項の規定により施設の専用利用の許可を受けようとする者は、

利用日の２箇月前から８日前までに指定管理者が別に定める専用利用申請書を指定

管理者に提出しなければならない。ただし、指定管理者が必要と認めたときは、こ

の限りでない。 

２ 条例第５条第１項の規定により施設の個人利用の許可を受けようとする者は、利

用日当日、指定管理者に申し出なければならない。 

（利用の許可） 

第５条 指定管理者は、前条第１項の利用を許可したときは、指定管理者が別に定め
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る専用利用許可書を申請者に交付する。 

２ 指定管理者は、前条第２項の利用を許可したときは、指定管理者が別に定める利

用券を申請者に交付する。 

 （許可の変更及び取消し） 

第６条 施設の専用利用の許可を受けた者は、許可を受けた事項を変更し、又は取消

しを受けようとするときは、指定管理者が別に定める利用変更・取消願を指定管理

者に提出し、承認を受けなければならない。 

 （利用料金の納付） 

第７条 条例第７条第１項の規定による利用料金は、前納とし、指定管理者が指定す

る日までに納入しなければならない。ただし、指定管理者が特に認めた場合は、後

納とすることができる。 

２ 前項ただし書の規定により利用料金を後納しようとする者は、指定管理者が定め

る方法により申し出て、承認を受けなければならない。 

 （利用料金の還付） 

第８条 条例第８条ただし書の規定による利用料金の還付の事由のうち、同条第２号

に規定するその他広域連合長において特別の理由があると認めたときは、第４条第

１項に規定する利用許可の申請期限の前日までに、指定管理者に対して第６条に規

定する利用変更・取消願を提出した場合において、施設の利用状況及び利用形態を

考慮して施設の有効な活用に支障がなく、指定管理者が適当を認めるときとする。 

２ 利用料金の還付を受けようとする者は、指定管理者が定める方法により申請しな

ければならない。 

 （特別設備の承認等） 

第９条 条例第９条の規定により特別の設備を設置し、又は既存の設備を変更しよう

とする者は、第４条の利用の申請の際に、指定管理者に申し出なければならない。 

（利用者の守る事項） 

第１０条 施設の利用の許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、条例に定める

もののほか、次に掲げる事項を守らなければならない｡ 

（１） 他の利用者の迷惑になる行為をしないこと｡ 

（２） 所定の場所以外で飲食及び喫煙をしないこと｡ 

（３） 施設内に危険物及び動物を持ち込まないこと｡ 

（４） 所定の場所以外に立ち入らないこと｡ 

（５） 施設の利用条件を守ること｡ 

（６） その他係員の指示に従うこと｡ 

２ 指定管理者は、前項各号に掲げる事項を守らない利用者に対して、入館を拒否し、

又は退館させることができる。 

（広域連合による管理） 

第１１条 条例第１７条第１項の規定により広域連合が施設の管理を行う場合（以下
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「広域連合管理の場合」という。）において、第２条第１項中「条例第３条第４項の

規定により指定を受けた指定管理者（以下「指定管理者」という。）」とあり、第２

条第３項、第４条から第７条まで及び第８条から前条までの規定中「指定管理者」

とあるのは「広域連合長」と読み替えるものとする。 

２ 広域連合管理の場合において、第７条の見出し中「利用料金」とあるのは「使用

料」と読み替え、同条第１項中「条例第７条第１項の規定による利用料金」とある

のは「条例第１７条第２項の規定による使用料」と読み替え、同条第２項中「利用

料金」とあるのは「使用料」と読み替え、第８条（見出しを含む。）中「利用料金」

とあるのは「使用料」と読み替えるものとする。 

（委任） 

第１２条 この規則に定めるもののほか必要な事項は、広域連合長が別に定める。 

 

   附 則 

 この規則は、平成１７年４月１日から施行する｡ 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、平成１８年１１月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規則の施行の際現にこの規則による改正前の各規則の規定により作成され

ている様式がある場合は、この規則による改正後の各規則の規定にかかわらず、当

分の間使用することができる。 

３ この規則による改正前の各規則の規定により交付された登録証、許可書その他の

書類は、この規則による改正後の各規則の規定により交付された登録証、許可書そ

の他の書類とみなす。 

   附 則 

 この規則は、公布の日から施行する｡ 

附 則 

 この規則は、公布の日から施行する。 

 

 

 


